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ふりがな ふりがな コード

北緯 東経 調査期間 調査面積
㎡ 調査原因所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡
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備考：北緯・東経の値は世界測地系に基づく。



所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

木津川河床遺跡第
27次

集落跡
飛鳥～平安

中世 柱穴・溝・土坑・噴砂

須恵器・土師器

土師器・瓦器・瓦質土器・緑有陶器・中
国製磁器

平等院旧境内遺跡

寺院跡 平安～近世 杭列・堤状遺構
須恵器・土師器・瓦質土器・中国製青花
磁器・染付磁器・白磁・陶器・瓦・石造
物

乾谷遺跡

乾谷大崩遺跡
水田跡 中世～近世

水田跡・畦・杭列

水田跡・溝

須恵器・土師器・瓦器・瓦・青磁・白磁・
陶器・煙管・鉄製品・下駄

石包丁・土師器・灰釉陶器・青磁・白磁・
陶器・瓦・煙管

所収遺跡名 要 約

木津川河床遺跡第27次 　今回の調査では、古墳時代前期から飛鳥、奈良、平安、鎌倉時代にかけての遺物が出土
した。遺構は、12世紀から13世紀の柱穴、溝、土坑を確認したが、建物等性格は不明である。
また、奈良時代以前の遺構は確認できなかった。8世紀代の遺物包含層があり、付近に遺構
が所在すると推定される。このほか慶長伏見大地震に係ると考えられる噴砂も確認した。
木津川河床遺跡の時代と性格を考えるうえで貴重な調査成果を得ることができた。

平等院旧境内遺跡 　平成24・25・26年度３か年にわたって塔の川河床を調査した。今回の調査では、塔の川
左岸寄りで堤状遺構を幅５ｍ全長53ｍ確認した。堤状遺構は、人頭大の礫と木杭で積み上
げてあり、平安期の瓦、近代陶磁器片等が出土し、近代まで使われていたと考えられる。
堤状遺構の性格は防災施設、船着き場、堰などが想定されている。出土遺物は、平等院に
関係すると考えられる平安期の瓦片が多数出土している。
利水治水施設に係る貴重な調査成果を得ることができた。

乾谷遺跡

乾谷大崩遺跡

今回の調査は、乾谷遺跡・乾谷大崩遺跡とも初例の調査である。
乾谷遺跡では、近世初期の畦畔を伴う水田跡、室町時代後期の水田跡と考えられる遺物包
含層を確認した。遺物は、奈良時代から近世にかけて出土している。山田川の洪水による
砂の堆積層も確認された。
乾谷大崩遺跡では、中世から近世の畦畔を伴う水田跡を4面確認し、水田耕作に伴う溝を５
条確認した。
乾谷遺跡・乾谷大崩遺跡とも山田川の洪水の被害を受けながら、水田耕作が中世から近世
にかけて行われてきた様子が分かり、付近に集落跡も想定できる貴重な調査成果が得られ
た。


